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八王子市議会議長

伊藤……裕司

　このたび、八王子市市制施行 100 周年を記念して、「市民とともに
歩む　八王子市議会記念誌」を発刊できましたことは、喜びにたえな
いところです。
　本市議会では、昭和 56 年から約 10 年をかけ、明治 22 年の町制施
行から昭和期までの議会の記録を編纂した「八王子市議会史」を発行
しました。今回、市制 100 周年を機に、より多くの市民に議会に対す
る理解と関心を深めていただくため、「八王子市議会史」以降の、昭
和の末から平成に入っての約 30 年間における議会の構成やできごと
を掲載した記念誌を発刊したものです。
　八王子市は、大正 6 年 9 月 1 日に市制が施行され、明治・大正・昭
和に至るまで織物のまちとして栄えてきましたが、現在では、大企業
の研究所や高度な技術を持つ中小企業が立地する先端技術産業都市な
ど多くの顏を持つ都市に変化しております。このようなまちの変化の
中で、市民福祉の向上のために絶え間ない行政努力が続けられてきま
したが、平成に入ってからは長期にわたる経済の低迷の中で、行財政
改革と地方分権への積極的な取り組みを進め、平成 27 年４月には東
京都初の中核市に移行しました。市議会においても、これらの取り組
みについて真剣な議論を重ねるとともに、議会基本条例の制定など、
議会改革も積極的に進めてきたところです。
　今後とも、二元代表制の一翼を担う行政のチェック機関として、市
政発展のため更なる議会議革に取り組み、市民に開かれた市議会を目
指していくことが、私たちに与えられた使命であります。次の 100 年
に向けなお一層の努力をしてまいります。
　結びに、本誌の発刊にご尽力を賜りました諸先輩、市議会記念誌発
行委員会委員、関係各位に心より感謝申しあげまして、発刊にあたっ
てのあいさつといたします。

市議会記念誌の発刊にあたって
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八王子市長

石森……孝志

　「市民とともに歩む　八王子市議会記念誌」が、八王子市市制 100
周年の節目に発刊されましたことを心からお慶び申し上げます。
　八王子市は、大正６年の市制施行以来、豊かな自然や長い歴史とそ
れに育まれた伝統と文化、さらには、大学やモノづくり産業の集積な
ど、様々な魅力を活かしながら発展を続けてまいりました。今年 100
周年という大きな節目を迎えることができたのも、歴代の正副議長を
はじめ、市議会議員の皆様の多大なお力添えの賜物であり、改めて深
く敬意を表しますとともに、厚く御礼申し上げます。
　この記念誌に取り上げられた 30 年間は、地方分権の流れの中、ま
ちの発展と市民の福祉向上を図るため、八王子市議会とともに地方自
治の実現に邁進した時代であり、その取り組みが市民との協働による

「基本構想・基本計画」の策定や、都内初の中核市への移行に代表さ
れるような成果につながりました。
　100 周年を機に、彩りあふれるこれまでの 100 年の歴史を礎に、次
の新たな輝きの 100 年に向け、市民の期待に応えることが、市政に課
された使命であります。地域主権改革が進み、自己決定、自己責任の
もと市政を運営していくためには、二元代表制における相互チェック
がますます重要となります。今後も、八王子市議会とともに一層の緊
張感をもちながら、着実に市政を進めてまいります。
　結びに、記念誌の発刊にご尽力いただきました関係者の皆様に深く
感謝申し上げますとともに、八王子市議会のさらなる発展、並びに議
員各位の御活躍を心から祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。

市議会記念誌の発刊を祝して
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小林　信夫
（平成25年6月10日　

　　〜平成27年4月30日）

第 48 代

福安　徹
（平成27年5月19日　

　　〜平成29年6月8日）

第 49 代

伊藤　裕司
（平成29年6月8日〜）

第 50 代

両角　武雄
（平成4年6月26日　

　　〜平成5年6月1日）

第 37 代

吉本　良久
（平成3年5月17日　

　　〜平成4年6月26日）

第 36 代

山田　いと子
（平成元年6月6日　

　　〜平成3年4月30日）

第 35 代

金子　幸太郎
（昭和62年5月21日　

　　〜平成元年6月6日）

第 34 代

石井　栄治
（昭和60年6月4日　

　　　〜昭和62年4月30日）

第 33 代

水野　淳
（平成23年5月18日　

　　〜平成25年6月10日）

第 47 代

市川　潔史
（平成21年6月8日　

　　　〜平成23年4月30日）

第 46 代

高木　順一
（平成19年5月17日　

　　〜平成21年6月8日）

第 45 代

飯沢　俊一
（平成17年6月9日　

　　　〜平成19年4月30日）

第 44 代

萩生田　富司
（平成15年5月16日　

　　〜平成17年6月9日）

第 43 代

寺田　元信
（平成13年6月4日　

　　　〜平成15年4月30日）

第 42 代

塚本　秀雄
（平成11年5月19日　

　　〜平成13年6月4日）

第 41 代

皆川　清和
（平成9年6月2日　

　　　〜平成11年4月30日）

第 40 代

大塚　林太郎
（平成7年5月17日　

　　〜平成9年6月2日）

第 39 代

石井　照浩
（平成5年6月1日　

　　　〜平成7年4月30日）

第 38 代

歴代議長



5

歴
代
副
議
長

小林　鈴子
（平成27年5月19日　

　　〜平成29年6月8日）

第 49 代

村松　徹
（平成29年6月8日〜）

第 50 代

鶴田　粘
（平成5年6月1日　

　　　〜平成7年4月30日）

第 38 代

上島　宏
（平成3年5月17日　

　　〜平成5年6月1日）

第 37 代

秋山　進
（平成元年6月6日　

　　〜平成3年4月30日）

第 36 代

吉本　良久
（昭和62年5月21日　

　　〜平成元年6月6日）

第 35 代

芝　悦次郎
（昭和60年6月4日　

　　　〜昭和62年4月30日）

第 34 代

福安　徹
（平成25年6月10日　

　　〜平成27年4月30日）

第 48 代

荻田　米蔵
（平成23年5月18日　

　　〜平成25年6月10日）

第 47 代

両角　穣
（平成21年6月8日　

　　　〜平成23年4月30日）

第 46 代

小林　信夫
（平成19年5月17日　

　　〜平成21年6月8日）

第 45 代

秋山　進
（平成17年6月9日　

　　　〜平成19年4月30日）

第 44 代

市川　潔史
（平成15年5月16日　

　　〜平成17年6月9日）

第 43 代

生永　恭博
（平成13年6月4日　

　　　〜平成15年4月30日）

第 42 代

町田　貞之
（平成11年5月19日　

　　〜平成13年6月4日）

第 41 代

吉村　藤吉
（平成9年6月2日　

　　　〜平成11年4月30日）

第 40 代

橋山　国雄
（平成7年5月17日　

　　〜平成9年6月2日）

第 39 代

歴代副議長



歴
代
市
議
会
議
員

6

事

務

局
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今
井　

恒
男

大貫　光雄（昭59･3･ 3逝去）　　今井　恒男（昭59･7･31逝去）　　植松　敏夫（昭60･6･28辞職）
黒須　隆一（昭60･6･28辞職）　　小林　多門（昭60･6･28辞職）
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歴代市議会議員
市町村議会の議員定数は、平成 23 年４月の地方自治法の改正で、人口区分
ごとに定められた議員の定数の上限の定めは廃止され、各自治体の実情に応じ
て条例で定めることができるようになりました。
八王子市議会では、この地方自治法の改正があった以後も、従前どおり議員
の定数を 40 人としています。
市議会議員の任期は４年であり、４年毎に行われる市議会議員選挙において、
40 人が選出され、市議会は、この 40 人をもって構成されています。
なお、本市議会の議員定数は、昭和 57 年６月に条例を改正し 38 人を 40 人
にした以後、変更していません。
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昭和62年5月1日〜平成3年4月30日

平成3年5月1日〜平成7年4月30日
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平成7年5月1日〜平成11年4月30日

平成11年5月1日〜平成15年4月30日
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平成15年5月1日〜平成19年4月30日

平成19年5月1日〜平成23年4月30日

森　
　

英
治

山
越　

拓
児

曽
我　

允
雄

山
越　

拓
児

石
森　

孝
志

岡
部　

一
邦

石
川　
　

進

市
川　

潔
史

高
木　

順
一

井
上  

睦
子

井
上　

睦
子

山
口  

和
男

塚
本　

秀
雄

塚
本　

秀
雄

秋
山　
　

進

姥
貝　

莊
一

斉
藤　

好
平

小
林　

信
夫

市
川　

潔
史

原
田　
　

繁

狩
野　

宏
子

高
木　

順
一

萩
生
田
富
司

伊
藤　

裕
司

水
野　
　

淳

黒
須　

隆
一

黒
須　

隆
一

荻
田　

米
蔵

荻
田　

米
蔵

吉
本  

良
久

吉
本  

良
久

相
澤　

耕
太

村
松　
　

徹

萩
生
田
富
司

上
島　

儀
望

伊
藤　

忠
之

伊
藤　

裕
司

上
島　

儀
望

町
田  

貞
之

小
林　

弘
幸

上
原　
　

洋

飯
沢　

俊
一

中
島　

正
寿

鈴
木　

勇
次

対
間　

康
久

山
口  

和
男

鈴
木　

玲
央

小
野
坂
勝
守

水
野　
　

淳

石森　孝志（平17･6･10辞職）

小林　弘幸（平21･6･30辞職）　　山田　玲子（平22･1･31辞職）

小
林　

弘
幸

 

市
長

 

市
長

鈴
木　

勇
次

原
田　
　

繁

五
間　
　

浩

村
松　
　

徹

畑
中　

俊
和

石
川　

和
昭

成
田　

一
代

田
中　

正
美

松
本　

良
子

陣
内　

泰
子

高
山
か
つ
み

多
田
寿
美
江

若
尾
喜
美
絵

山
田　

玲
子

小
林　

鈴
子

小
林　

信
夫

狩
野　

宏
子

滝
沢　

景
一

伊
藤　

大
輔

川
村
美
恵
子

小
林　

鈴
子

両
角　
　

穣

髙
野　

英
男

髙
野　

英
男

上
原　
　

洋

近
藤　
　

充

両
角　
　

穣

伊
藤　

祥
広

対
間　

康
久

福
安　
　

徹

福
安　
　

徹

山
田　

玲
子

若
尾
喜
美
絵

川
村
美
恵
子

松
本　

良
子

高
山
か
つ
み

近
藤　
　

充

伊
藤　

祥
広

森　
　

英
治

陣
内　

泰
子

 

助
役

 

教
育
長

 

教
育
長

 

副
市
長

 

助
役

事

務

局

事

務

局

事

務

局

山
本　

俊
男

 

代
表
監
査

 

代
表
監
査

 

副
市
長

 

収
入
役
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平成23年5月1日〜平成27年4月30日

平成27年5月1日〜平成31年4月30日

村
松　
　

満

岡
部　

一
邦

岩
田　

祐
樹

伊
藤　

祥
広

伊
藤　

祥
広

小
林　

鈴
子

市
川　

克
宏

陣
内　

泰
子

荻
田　

米
蔵

山
越　

拓
児

陣
内　

泰
子

井
上　

睦
子

水
野　
　

淳

山
口　

和
男

森　
　

英
治

市
川　

潔
史

青
柳
有
希
子

安
藤　

修
三

馬
場　

貴
大

市
川　

潔
史

荻
田　

米
蔵

馬
場　

貴
大

相
澤　

耕
太

小
林　

鈴
子

及
川　

賢
一

鈴
木　

玲
央

福
安　
　

徹

水
野　
　

淳

八
木
下
輝
一

鈴
木　

基
司

石
森　

孝
志

黒
須　

隆
一

梶
原　

幸
子

渡
口　
　

禎

山
越　

拓
児

塚
本　

秀
雄

前
田　

佳
子

星
野　

直
美

小
林　

信
夫

高
木　

順
一

西
山　
　

賢

吉
本　

孝
良

伊
藤　

裕
司

田
中　

正
美

佐
藤　
　

梓

浜
中　

賢
司

鈴
木　

勇
次

近
藤　
　

充

村
松　
　

徹

森　
　

英
治

中
村　
　

敬

石
川　

和
昭

両角　穣（平24･1･15辞職）　　近藤　充（平24･12･7辞職）　　島内　幸恵（平25･6･11辞職）

安藤　修三（平29･6･9辞職）　　伊藤　祥広（平29･6･9辞職）　　鈴木　玲央（平29･6･9辞職）

石
川　

裕
司

小
林　

裕
恵

 

副
市
長

 

副
市
長

 

市
長

 

市
長

 

教
育
長

 

副
市
長

 

副
市
長

石
井　

宏
和

島
内　

幸
恵

鳴
海　

有
理

西
本　

和
也

白
柳　

和
義

西
本　

和
也

美
濃
部
弥
生

星
野　

直
美

鳴
海　

有
理

渡
口　
　

禎

鈴
木　

勇
次

鈴
木　

基
司

青
柳
有
希
子

鈴
木　

玲
央

松
本　

良
子

中
島　

正
寿

小
林　

信
夫

相
澤　

耕
太

福
安　
　

徹

五
間　
　

浩

村
松　
　

徹

伊
藤　

忠
之

中
島　

正
寿

浜
中　

賢
司

五
間　
　

浩

美
濃
部
弥
生

両
角　
　

穣

吉
本　

孝
良

伊
藤　

裕
司

小
林　

裕
恵

伊
藤　

忠
之

坂
倉　
　

仁

大
久
保　

賢
一

村
山　

博
夫

及
川　

賢
一

安
藤　

修
三

 

代
表
監
査

 

代
表
監
査

 

教
育
長


